
中
国
研
究
集
刊
騰
号
(
総
鈴
号
)
平
成
十
六
年
十
二
月
一
六
八
1
一
八
一
頁

上
博
楚
簡
『
恆
先
』
に
お
け
る
気
の
愚

序
一
言

一
九
九
三
年
に
出
士
し
た
郭
店
楚
簡
並
び
に
一
九
九
四
年
に

上
海
博
物
館
が
購
入
し
た
楚
簡
(
以
下
、
上
博
楚
簡
)
は
、
い
ず

れ
も
戦
国
時
代
中
期
に
書
写
さ
れ
、
楚
の
貴
族
の
墓
に
副
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い

る
文
献
の
原
本
は
、
お
そ
ら
く
戦
国
時
代
初
期
以
前
に
は
既
に
成

立
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
(
注
ι
。
中
国
古
代
思
想
史
研
究
上
、

両
楚
簡
の
資
料
的
価
値
が
極
め
て
高
い
所
以
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
の
時
点
で
、
上
博
楚
簡
は
順
次
公
開
が
進
み
つ
つ
ぁ

る
段
階
で
、
ま
だ
そ
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
舎
マ
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
0
0

三
年
)
に
ょ
っ
て
古
侠
文
献
『
恆
先
』
が
公
開
さ
れ
た
。
『
恆
先
』

は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
宇
宙
生
成
論
を
説

き
、
ま
た
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
形
で
気
概
念
を
説
く
道
家
系
文

献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
気
の
思
想
史
的
展
開

を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、
『
恆
先
』
に
お
い
て
説
か
れ

て
い
る
気
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
郭
店
楚
簡
、
並
び

、し

に
既
に
公
開
さ
れ
た
上
博
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
他
の
道
家
系
文

献
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
検
討
し
、
戦
国
時
代
初
期
以
前
の
所
謂

道
家
に
分
類
さ
れ
る
思
想
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
「
気
」
を
説
い

て
い
た
の
か
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。 竹

田
健
二

先
ず
『
恆
先
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
気
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
『
恆
先
』
に
お
い
て
気
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
以
下

の
三
つ
の
箇
所
で
あ
る
径
3
。

一
『
恆
先
』
に
お
け
る
気
の
思
想
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①
ω
恆
先
無
、
有
質
靜
虚
。
質
大
質
、
靜
大
靜
、
虚
大
虚
、
自
厭

不
自
忍
、
或
作
。
有
或
篶
有
氣
。
有
氣
篶
有
有
。
有
有
青
有
始
。

有
始
篶
有
往
者
。
未
有
天
地
、
未
有
叱
作
行
、
出
生
虚
靜
、
爲

一
若
寂
、
夢
夢
靜
同
、
而
未
或
明
、
未
或
滋
生
。
氣
是
自
生
、

恆
莫
生
氣
。
氣
是
自
生
自
作
。
亙
氣
之
船
生
、
不
獨
有
與
也
。

恆
の
先
は
無
な
る
も
、
質
・
静
・
虚
有
り
。
質
は
大
質
と
な

あ

り
、
静
は
大
静
と
な
り
、
虚
は
大
虚
と
な
ら
ぱ
、
自
ら
厭
い

,
な
わ

お
こ

て
自
ら
忍
ぱ
ず
し
て
、
或
作
る
。
或
有
れ
ぱ
篶
ち
気
有
り
。

気
有
れ
ば
青
ち
有
有
り
。
有
有
れ
ぱ
篶
ち
始
め
有
り
。
始
め

有
れ
ば
篶
ち
往
く
者
有
り
。
未
だ
天
地
有
ら
ざ
れ
ば
、
未
だ

行
を
作
す
こ
と
有
ら
ず
。
出
で
て
虚
静
よ
り
生
ず
れ
ば
、
一

為
る
こ
と
寂
た
る
が
若
く
、
夢
夢
と
し
て
静
同
に
し
て
、
未

だ
或
は
明
ら
か
な
ら
ず
、
未
だ
或
は
滋
生
せ
ず
。
気
は
是
れ

自
ら
生
じ
、
恆
は
気
を
生
ず
る
こ
と
莫
し
。
気
は
是
れ
自
ら

あ
ず
か

生
じ
て
自
ら
作
る
。
恆
は
気
の
生
ず
る
や
、
独
り
与
る
こ

と
有
ら
ざ
る
な
り
。

②
山
濁
氣
生
地
、
清
氣
生
天
。
氣
信
神
哉
。
云
云
相
生
。
信
盈
天

地
。
同
出
而
異
性
、
因
生
其
所
欲
。
察
察
天
地
、
紛
紛
而
妬
復

其
所
欲
。
明
明
天
行
、
唯
復
以
不
慶
。

濁
気
は
地
を
生
じ
、
清
気
は
天
を
生
ず
。
気
は
信
に
神
な
る

か
な
。
云
云
と
し
て
相
い
生
ず
。
信
に
天
地
に
盈
つ
。
同
じ

き
よ
り
出
づ
る
も
性
を
異
に
し
、
因
り
て
其
の
欲
す
る
所
に

恆
は
、
気
の
生
ず
る
や
、
言
に
因
り
て
名
づ
く
。
先
ん
ず
る

者
は
、
疑
荒
有
り
て
之
を
言
う
も
、
後
る
る
者
は
校
比
す
。

生
く
。
察
察
た
る
天
地
は
、
紛
紛
と
し
て
其
の
欲
す
る
所
を
復

む
。
明
明
た
る
天
行
の
み
、
唯
だ
復
む
も
以
て
廃
さ
れ
ず
。

③
四
亙
氣
之
生
、
因
W
言
名
。
先
・
者
有
疑
荒
言
之
。
後
者
校
比

青
。

資
料
①
は
『
恆
先
』
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
恆
」
と

「
或
」
と
い
う
二
つ
の
世
界
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
「
恆
」
な
る
世

界
か
ら
「
或
」
な
る
世
界
が
生
じ
て
世
界
が
転
換
し
、
宇
宙
が
生

成
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
、
他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
宇
宙
生
成
論
が
説
か
れ
て
い
る
径
3
)
。

こ
の
宇
宙
生
成
論
に
ょ
れ
ば
、
宇
宙
の
始
原
は
、
「
無
」
で
あ
る

と
こ
ろ
の
「
恆
」
で
あ
り
、
「
恆
先
」
と
は
、
〔
恆
と
い
う
始
原
の

段
階
の
時
期
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
「
恆
」
は
無

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
は
そ
の
中
に
微
少
な
「
質

.

靜
・
虚
」
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
者
は
や
が
て
そ

あ

れ
ぞ
れ
増
大
し
、
「
自
ら
厭
」
く
と
の
悪
感
情
を
抱
き
、
そ
れ
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
結
果
「
或
」
な
る
世

界
が
発
生
し
、
「
恆
」
な
る
世
界
か
ら
「
或
」
な
る
世
界
へ
の
転
換

が
起
こ
る
。

こ
の
「
或
」
な
る
世
界
へ
の
転
換
に
は
、
「
気
」
の
発
生
が
伴
わ ふ
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れ
る
。
そ
し
て
「
気
」
の
発
生
に
は
「
有
」
、
つ
ま
り
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
の
発
生
が
伴
わ
れ
、
ま
た
「
有
」
の
発
生
に
は
「
始
」
、

つ
ま
り
事
物
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
へ
の
変
化
の
発
生
が
伴
わ
れ

る
。
更
に
「
始
」
の
発
生
に
は
「
往
者
」
、
つ
ま
り
事
物
が
根
源
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
と
の
発
生
が
伴
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
恆
」
の
世

界
か
ら
「
或
」
な
る
世
界
へ
の
転
換
が
起
き
る
と
、
「
気
」
「
有
」

「
始
」
「
往
者
」
が
相
次
い
で
、
お
そ
ら
く
ほ
ぼ
同
時
に
発
生
す
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
『
恆
先
』
に
お
い
て
は
、
気
の
存
在
し
な
い
「
恆
」

と
、
気
の
存
在
す
る
「
或
」
と
の
二
つ
の
世
界
が
対
比
さ
れ
る
の

だ
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
気
は
是
れ
自
ら
生
じ
、
恆
は
気
を
生

ず
る
こ
と
莫
し
。
気
は
是
れ
自
ら
生
じ
て
自
ら
作
る
」
、
或
い
は
「
恆

あ
ず
か

は
気
の
生
ず
る
や
、
独
り
与
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
恆
」
な
る
世
界
か
ら

「
或
」
な
る
世
界
へ
の
転
換
に
お
い
て
、
気
は
自
ら
発
生
す
る
の

で
あ
り
、
「
恆
」
が
気
を
発
生
さ
せ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
恆
」
か
ら
「
或
」
へ
の
世
界
の
転
換
は
、
「
質

靜
・
虚
」
の
増
大
を
契
機
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
連
続
性
を
持

つ
も
の
の
、
「
恆
」
が
「
或
」
を
生
ず
る
、
或
い
は
「
恆
」
が
気
を

生
ず
る
と
い
っ
た
、
直
接
的
な
親
子
関
係
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
『
恆
先
』
冒
頭
部
の
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
、

「
或
」
な
る
世
界
に
存
在
し
、
「
有
」
「
始
」
「
往
者
」
と
も
密
接

に
結
合
す
る
と
さ
れ
て
い
る
気
は
、
基
本
的
に
万
物
す
べ
て
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
事
象

は
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

資
料
②
に
お
い
て
、
天
・
地
が
と
も
に
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
雫
き
る
。

資
料
②
で
は
、
気
に
は
清
濁
の
区
別
が
あ
る
と
さ
れ
、
「
濁
気
は

地
を
生
じ
、
清
気
は
天
を
生
ず
」
と
、
天
は
清
気
に
ょ
っ
て
、
地

は
濁
気
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
生
成
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
天
地
が
生
成
さ
れ
た
後
、
神
妙
な
る
気
は
さ
ま
ざ
ま
に
運

動
し
て
次
々
と
万
物
を
生
成
し
、
万
物
が
「
天
地
に
盈
」
ち
て
世

界
全
体
が
生
成
さ
れ
る
に
至
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
恆

先
』
に
お
い
て
、
気
は
天
地
だ
け
で
な
く
、
万
物
す
べ
て
を
構
成

す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

万
物
す
べ
て
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
を
、

こ
こ
で
は
、
気
の
思
想
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
気
の
思
想

は
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
個
物
と
異
な
る
面
を
持
つ
こ
と
を
認

め
つ
つ
、
同
時
に
万
物
す
べ
て
に
共
通
す
る
面
が
存
在
す
る
こ
と

を
も
説
明
可
能
な
、
巧
み
な
思
考
と
い
ぇ
る
。
か
か
る
気
の
思
想

を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
ょ
り
、
『
恆
先
』
は
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
は
「
性

を
異
に
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
其
の
欲
す
る
所
に
生
く
」
、

つ
ま
り
万
物
は
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
生
き
て
ゅ
く
も
の
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
同
時
に
万
物
は
「
同
じ
き
ょ
り
出
づ
る
」
も
の
と
も
位

( 170 )



置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

資
料
③
は
、
難
解
な
箇
所
で
あ
る
が
、
万
物
と
名
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
「
先
ん
ず
る
者
」
と
「
後
る
る
者
」
と
の
差
異
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
恆
」
は
気
が
生

じ
た
後
、
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
万
物
に
対
し
て
命
名
を
行
う

が
、
「
先
ん
ず
る
者
」
、
つ
ま
り
「
恆
」
の
段
階
で
は
未
だ
は
っ
き

゛
)
、

り
と
し
て
い
な
か
っ
た
名
は
、
「
後
る
る
者
」
、
つ
ま
り
人
間
に
ょ

つ
て
「
校
比
」
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
区
別
が
設
け
ら
れ
て
細
分
化

さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
③
に
は
「
恆
気
之
生
」
と
の
句
が
あ
る
が
、
同
じ

句
は
資
料
①
に
も
登
場
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
李
零
氏
は
「
恆

気
」
を
「
作
爲
終
極
的
「
氣
」
,
最
原
始
的
「
氣
」
」
と
、
ま
た
廠

樸
氏
は
「
這
個
本
原
之
氣
」
と
し
て
い
る
(
注
ι
。
し
か
し
、
先
述

の
通
り
、
『
恆
先
』
で
は
、
宇
宙
生
成
の
過
程
に
お
い
て
世
界
の
根

源
で
あ
る
「
恆
先
」
と
「
気
」
と
の
間
に
直
接
的
な
親
子
関
係
は

無
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
恆
気
」
と
熟
語
と
し
て
解
釈
す
る
の

は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
の
中
で
気
が
登
場
す
る
の
は
、
次
に
挙

げ
る
甲
本
の
用
例
一
例
の
み
で
あ
る
征
5
)
。

在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
気
は
、
天
・
地
を
始
め

と
す
る
す
べ
て
の
万
物
を
構
成
す
る
、
い
わ
ぱ
物
資
的
な
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
気
に
は
、
少
な
く
と
も
清
・
濁
の
区
別
が
設
定
さ

れ
て
い
た
。

濁
の
気
の
区
別
は
、
天
地
の
生
成
に
関
し
て

清

も
つ
と
も
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
事
物
や
事
象
に
関
し
て
も

そ
う
し
た
清
・
濁
の
気
の
区
別
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
或

、
ネ
青

濁
以
外
に
も
気
に
区
別
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
『
恆
先
』
の
「
気
」
を
め
ぐ
る
思

考
は
、
戦
国
時
代
初
期
以
前
の
道
家
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位

置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
郭
店
楚
簡
、
及
び
現
時
点
で
公
開
さ
れ
て
い
る
上
博
楚
簡

に
含
ま
れ
て
い
る
道
家
系
文
献
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
「
気
」

が
説
か
れ
て
い
る
の
か
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
章
で
は
、
先

ず
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
の
気
に
つ
い
て
見
て
み
ょ
う
。

以
上
、
『
恆
先
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
気
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
『
恆
先
』
の
気
は
、
「
或
」
な
る
世

界
、
つ
ま
り
万
物
が
様
々
な
変
化
を
繰
り
広
げ
る
世
界
に
お
い
て

存
在
し
、
宇
宙
の
始
原
で
あ
る
「
恆
」
な
る
世
界
に
お
い
て
は
存

二
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
に
お
け
る
気
の
思
想
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④
鈴
含
徳
之
厚
者
、
比
於
赤
子
、
蛾
蔓
蟲
蛇
弗
蓮
捜
鳥
猛
獣
弗

扣
、
骨
弱
筋
柔
而
捉
鎚
固
。
未
知
牝
牡
之
合
然
怒
、
精
之
至
也
。

終
日
琥
而
不
憂
、
和
之
至
也
、
和
日
常
、
知
和
日
明
。
託
益
生

日
祥
、
心
使
氣
日
強
物
壯
則
老
、
是
謂
不
道
。
.

こ
の
部
分
は
、
今
本
『
老
子
』
の
第
五
十
王
章
に
相
当
す
る
。

該
当
す
る
部
分
の
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本
・
乙
本
並
び
に
王

弼
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
径
6
)
。

⑤
・
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本

【
含
徳
】
之
厚
【
者
】
、
比
於
赤
子
。
蜂
劃
贈
蛇
弗
贅
捜
鳥
猛

獣
弗
捕
。
骨
弱
筋
柔
而
握
固
。
未
知
牝
牡
【
之
会
凹
】
而
駿
【
怒
】
、

精
【
之
】
至
也
。
終
日
琥
而
不
斐
、
和
之
至
也
。
和
日
常
、
知

和
日
明
、
益
生
日
祥
、
心
使
氣
日
強
、
【
物
莊
】
即
老
、
謂
之
不

道
、
不
【
道
早
已
】
。

馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
乙
本

.含
徳
之
厚
者
、
比
於
赤
子
。
蜂
蔓
欣
蛇
弗
贅
捜
鳥
猛
獣
弗
捕
。

骨
筋
弱
柔
而
握
固
。
未
知
牝
牡
之
會
而
駿
怒
、
精
之
至
也
。
終

日
琥
而
不
嘔
和
【
之
至
也
。
知
和
日
】
常
、
知
常
日
明
、
益

生
【
日
】
祥
、
心
使
氣
日
強
、
物
【
莊
】
則
老
、
謂
之
不
道

不
道
早
已
。

王
弼
本

第
五
十
五
章
に
相
当
す
る
部
分
は
、
各
テ
キ
ス
ト
間
に
若
干
の

字
句
の
異
同
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
気
」
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
マ
心
気
を
使
う
を
強
と
日
う
」
の
部
分
は
、
テ

キ
ス
ト
に
ょ
る
字
句
の
異
同
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
。

「
心
気
を
使
う
」
と
は
、
人
間
が
殊
更
に
身
体
を
強
く
盛
ん

に
し
よ
う
と
、
そ
の
身
体
を
構
成
す
る
気
に
対
し
て
意
識
的
に
、

不
自
然
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
で
の
「
気
」

は
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
、
人
間
の
身
体
を
構
成
す
る
物

質
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
識
的
に
は
、
人
間
が
意

識
的
に
「
気
を
使
う
」
こ
と
に
ょ
っ
て
人
間
の
身
体
を
強
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
強
く
盛
ん
に
な
っ

た
も
の
は
必
ず
衰
え
、
無
理
に
強
く
し
た
人
間
の
身
体
は
却
っ
て

弱
ま
る
。
意
識
的
な
気
へ
の
働
き
か
け
が
そ
も
そ
も
「
不
道
」
、

つ
ま
り
「
道
」
か
ら
逸
脱
し
た
行
為
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
部
分
か
ら
は
、
人
間
の
身
体
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
と
の
思
考
を
窺
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
用
例
自
体

含
徳
之
厚
、
比
於
赤
子
。
蜂
蔓
他
蛇
不
埜
猛
獣
不
捺
、
撰
鳥

不
捕
。
骨
弱
筋
柔
而
握
固
。
未
知
牝
牡
之
合
而
全
作
、
精
之
至

也
。
終
日
琥
而
不
嘆
、
和
之
至
也
。
知
和
日
常
、
知
常
日
明
、

益
生
日
祥
、
心
使
氣
日
強
、
物
壯
則
老
、
謂
之
不
道
不
道
早

已
。
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が
少
な
い
た
め
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が
人
間
の
身
体
以
外
の

も
の
も
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い

た
か
ど
ぅ
か
は
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本

的
に
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
は
、
万
物
は
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ

る
と
す
る
、
気
の
思
想
に
立
脚
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
の
傍
証
と
な
る
の
が
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』

こ
ま

存
在
し
て
い
な
い
も
の
の
、
今
本
の
『
老
子
』
に
存
在
す
る
、
次

の
二
箇
所
の
気
の
用
例
で
あ
る
。
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
抄
出
本
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
形
成
途
上

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
浅
野
裕
一

氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
を
形
成
途
上
の

テ
キ
ス
ト
と
見
る
の
は
無
理
が
あ
り
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が

書
写
さ
れ
た
時
点
で
、
馬
王
堆
本
と
ほ
ぽ
同
じ
よ
う
な
『
老
子
』

の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
て
お
り
、
郭
店
本
『
老
子
』
は
そ
こ
か
ら

何
ら
か
の
目
的
で
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
と
考

え
ら
れ
る
(
注
3
。
従
っ
て
、
次
に
挙
げ
る
今
本
『
老
子
』
に
の
み

見
え
る
「
気
」
に
つ
い
て
も
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が
抄
出
さ

れ
る
母
体
と
な
っ
た
、
今
本
『
老
子
』
と
ほ
ぼ
同
じ
戦
国
中
期
の

完
本
『
老
子
』
に
お
い
て
存
在
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
推

測
さ
れ
る
。

⑥
・
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本

【
戴
營
呪
拘
一
、
能
母
離
乎
。
槫
氣
至
柔
】
、
能
嬰
兒
乎
。
液
除

玄
宅
能
母
庇
乎
。
愛
【
民
活
國
、
能
母
以
知
乎
。
天
門
啓
閨
、

能
爲
雌
乎
。
明
白
四
達
能
母
以
爲
乎
】
。
生
之
、
畜
之
。
生
而

弗
【
有
、
長
而
弗
宰
、
是
謂
玄
】

徳
。

馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
乙
本

戴
營
呪
抱
一
、
能
母
籬
乎
。
捧
氣
至
柔
、
能
嬰
兒
乎
。
浪
除
玄

斐
能
母
有
疫
乎
。
愛
民
活
國
、
能
母
以
知
乎
。
天
門
啓
閨
、

能
為
雌
乎
。
明
白
四
達
、
能
母
以
知
乎
。
生
之
、
畜
之
。
生
而

弗
有
長
而
弗
宰
也
、
是
謂
玄
徳
。

王
弼
本

載
營
塊
抱
一
、
能
無
離
乎
。
專
氣
致
柔
、
能
嬰
兒
乎
。
液
除
玄

覽
、
能
無
疫
乎
。
愛
民
治
國
、
能
無
知
乎
。
天
門
開
閨
、
能
無

雌
乎
。
明
白
四
達
能
無
爲
乎
。
生
之
、
畜
之
、
生
而
不
有
、

爲
而
不
侍
、
長
而
不
宰
、
是
謂
玄
徳
。

⑦

馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本

.

【
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
。
萬
物
負
陰
而
抱

陽
】
、
中
氣
以
爲
和
。
天
下
之
所
惡
、
唯
孤
寡
不
穀
、
而
王
公
以

自
名
也
。
物
或
損
之
【
而
益
、
益
】
之
而
損
。
故
人
【
之
所
】

教
、
亦
議
而
教
人
。
故
強
梁
者
不
得
死
我
【
將
】
以
爲
學
父
。

馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
乙
本

道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
【
萬
物
。
萬
物
負
陰
而
抱
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陽
中
氣
】
以
爲
和
。
人
之
所
惡
、
唯
孤
寡
不
穀
、
而
王
公
以

自
【
稱
也
。
物
或
益
之
而
】
損
損
之
而
益
。
【
人
之
所
教
、
亦

議
而
教
人
。
強
梁
者
不
得
其
死
】
、
吾
將
以
【
爲
學
】
父
。

王
弼
本

道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
。
萬
物
負
陰
而
抱
陽

沖
氣
以
爲
和
。
人
之
所
惡
、
唯
孤
寡
不
穀
、
而
王
公
以
爲
稱
。

故
物
或
損
之
而
益
、
或
益
之
而
損
。
人
之
所
教
、
我
亦
教
之
。

強
梁
者
、
不
得
其
死
、
吾
將
以
爲
教
父
。

三
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
に
お
け
る
気
の
思
想

資
料
⑤
は
第
十
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
嬰
児
の
如
く
「
気
を

専
ら
に
し
柔
を
致
す
」
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
身
体
を
構
成
し
て
い

る
気
の
作
用
を
専
一
に
し
て
、
柔
弱
と
な
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
気
は
、
資
料
④
・
⑤
の
第
五
十
五
章
の

気
と
同
一
の
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
、
身
体
を
構
成
す
る

物
質
的
な
も
の
で
あ
る
。

特
に
重
要
な
の
は
、
資
料
⑦
の
『
老
子
』
第
四
十
二
章
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
道
」
が
「
一
」
を
、
「
一
」
が
「
三
を
、
「
三

が
三
ご
を
、
「
三
」
が
「
万
物
」
を
そ
れ
ぞ
れ
生
ん
で
い
き
、
「
道
」

か
ら
世
界
が
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
、
『
老
子
』
の
宇
宙
生
成

論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
道
を
本
体
と
す
る
こ
の
『
老
子
』
の
流

出
論
的
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
、
「
一
」
「
二
」
「
三
」
が
そ
れ
ぞ

れ
直
接
的
に
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
様
々
な
見
解
が

あ
る
が
、
結
局
の
所
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
に
は
、
「
道
」
か
ら
「
万
物
」
が
生
成
さ
れ

た
結
果
、
万
物
の
内
部
に
「
陰
」
と
「
陽
」
、
す
な
わ
ち
お
そ
ら
く

は
陰
気
と
陽
気
と
、
そ
し
て
「
沖
気
」
な
る
気
が
存
在
し
、
そ
う

し
た
気
が
個
物
を
構
成
し
て
い
る
と
の
思
考
が
明
ら
か
に
存
在
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
本
『
老
子
』
に
お
い
て
は
、
万
物
す
べ

て
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
気
の
思
想
が
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が
抄
出
さ
れ
る
も
と
と
な
っ

た
、
今
本
『
老
子
』
と
ほ
ぽ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
戦
国
中
期
の
完

本
『
老
子
』
に
お
い
て
も
、
万
物
す
べ
て
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
す
る
気
の
思
想
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
郭
店

楚
簡
本
『
老
子
』
は
、
基
本
的
に
気
の
愚
に
立
脚
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
「
気
」

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
の
結
果
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
の
中

に
も
、
気
の
思
想
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
次
章
で
は
、
郭

店
楚
簡
に
含
ま
れ
て
い
た
古
侠
文
献
『
太
一
生
水
』
に
お
け
る
気

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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道
家
系
と
見
ら
れ
る
古
侠
文
献
『
太
一
生
水
』
は
、
そ
の
前
半

部
に
お
い
て
、
「
太
こ
を
世
界
の
根
源
と
す
る
宇
宙
生
成
論
が
説

か
れ
て
い
る
点
が
思
想
史
的
に
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
窪
8
)
。

⑧
ω
太
一
生
水
。
水
反
輔
太
一
、
是
以
成
天
。
天
反
輔
太
一
、
是

以
成
地
。
天
地
〔
復
相
輔
〕
舵
也
、
是
以
成
神
明
。
神
明
復
相

輔
也
、
是
以
成
陰
陽
。
陰
陽
復
相
輔
也
、
是
以
成
四
時
。
四
時

船
復
【
相
】
輔
也
、
是
以
成
滄
熱
。
滄
熱
復
相
輔
也
、
是
以
成

淫
燥
。
淫
燥
復
相
輔
也
、
成
歳
叫
而
止
。

か
え

た
,

太
一
水
を
生
ず
。
水
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て

天
を
成
す
。

反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を
成

天

す
。
天
地
〔
復
り
て
相
輔
け
〕
、
是
を
以
て
神
明
を
成
す
。
神

明
復
り
て
相
輔
け
、
是
を
以
て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
復

り
て
相
輔
け
、
是
を
以
て
四
時
を
成
す
。
四
時
復
り
て
【
相
】

輔
け
、
是
を
以
て
滄
熱
を
成
す
。
滄
熱
復
り
て
相
輔
け
、

是
を
以
て
湿
燥
を
成
す
。
湿
燥
復
り
て
相
輔
け
、
歳
を
成

し
て
止
む
。

⑨
船
是
故
太
一
藏
於
水
、
行
於
時
一
。
周
而
或
〔
成
、
以
生
爲
〕
釘

萬
物
母
一
。
一
缺
一
盈
、
以
紀
爲
萬
物
經
。
此
天
之
所
不
能
殺
一
、

地
之
所
個
不
能
茂
陰
陽
之
所
不
能
成
。
君
子
知
此
、
之
謂

ひ
そ

す
こ
と
或
り
、
〔
生
ず
る
を
以
て
〕
、
萬
物
の
母
と
〔
爲
〕
る
。
一

あ

t

る
と
き
は
缺
き
、
一
る
と
き
は
盈
た
し
、
紀
ぶ
る
を
以
て
万

物
の
経
と
爲
る
。
此
れ
天
の
殺
ぐ
能
わ
ざ
る
所
、
地
の
贅
す

能
わ
ざ
る
所
、
陰
陽
の
成
す
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
君
子
は
此

を
知
り
て
、
之
を
:
:
:
と
謂
う

め
ぐ

あ

是
の
故
に
太
一
は
水
に
蔵
み
、
時
に
行
り
、
周
く
し
て
〔
成
〕

『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
宇
宙
生
成
論
は
、
以

下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
先
ず
太
一
が
水
を
生
じ
、
次
い
で
、

た
す

水
は
「
太
一
を
輔
け
」
て
天
を
生
成
す
る
。
天
は
、
や
は
り
「
太

一
を
輔
け
」
て
地
を
生
成
す
る
。
続
い
て
、
天
と
地
と
か
ら
神
と

明
と
が
、
神
と
明
と
か
ら
陰
と
陽
と
が
、
陰
と
陽
と
か
ら
四
時
が
、

そ
う

四
時
か
ら
滄
(
つ
め
た
い
こ
と
)
と
熱
と
が
、
滄
と
熱
と
か
ら
湿

さ
い

と
燥
と
が
、
湿
と
燥
と
か
ら
歳
(
年
間
を
通
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
事

象
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
生
成
さ
れ
、
そ
う
し
て
世
界
が
完
成
す

る
。
こ
の
時
、
太
一
は
水
の
中
に
潜
み
か
く
れ
て
、
時
空
の
隅
々

に
ま
で
行
き
渡
り
、
万
物
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
与
す
る
。

太
一
は
、
天
地
や
陰
陽
に
ょ
る
関
与
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
、
「
万

つ
ね

物
の
母
」
或
い
は
「
万
物
の
経
」
た
る
絶
対
的
な
存
在
な
の
で
あ

る
。

太
一
を
世
界
の
根
源
と
し
、
ま
た
水
を
重
視
す
る
『
太
一
生
水
』

の
こ
う
し
た
宇
宙
生
成
論
は
、
郭
店
楚
簡
が
出
士
す
る
ま
で
、
古

代
中
国
に
お
い
て
存
在
し
た
こ
と
自
体
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か あ
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つ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
『
太
一
生
水
』
前
半
部
で
説
か
れ
て
い

る
宇
宙
生
成
論
に
お
い
て
、
直
接
的
に
は
気
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

「
陰
陽
」
は
登
場
す
る
が
、
こ
の
「
陰
陽
」
が
気
で
あ
る
の
か
ど

う
か
は
、
直
接
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。

『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
唯
一
「
気
」
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、

『
太
一
生
水
』
後
半
部
の
次
の
箇
所
に
お
い
て
で
あ
る
。

W
W
下
、
士
也
而
謂
之
地
。
上
、
氣
也
而
謂
之
天
一
。
道
亦
其

字
也
。下

は
、
士
な
り
、
而
し
て
之
を
地
と
謂
、
つ
。
上
は
、
気
な
り
、

あ
ざ
な

而
し
て
之
を
天
と
謂
う
。
道
は
亦
た
其
の
字
な
り
。

こ
こ
で
は
、
「
下
」
、
つ
ま
り
「
地
」
が
「
士
」
に
ょ
っ
て
で
き

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
「
上
は
、
気
な
り
」

と
、
「
上
」
、
つ
ま
り
「
天
」
が
気
に
ょ
っ
て
で
き
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
気
は
、
明
ら
か
に
天
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
も
、
気
が
個
物
を
構
成
す
る
と
の
思

考
の
存
在
が
確
雫
き
る
。

但
し
、
『
恆
先
』
や
今
本
『
老
子
』
に
お
い
て
は
、
気
は
万
物
す

べ
て
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
『
恆
先
』
に
お
い
て
、

天
は
「
清
気
」
に
ょ
り
、
ま
た
地
は
「
濁
気
」
に
ょ
っ
て
構
成
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
太
一
生
水
』
で
は
、
気

で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
天
の
み
で
あ
り
、
地
は

気
で
は
な
く
「
土
」
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
地
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
「
士
」
が
気
の
一
種
と
考
え
ら

れ
て
い
た
可
能
性
も
一
概
に
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
『
太
一
生

水
』
に
お
い
て
、
万
物
す
べ
て
が
気
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る

気
の
思
想
が
存
在
す
る
と
い
ぇ
る
か
ど
ぅ
か
は
、
問
題
が
残
る
と

し
な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い
程
9
)
。

そ
も
そ
も
、
『
太
一
生
水
』
は
前
半
部
で
前
述
し
た
よ
う
な
「
太

一
」
を
宇
宙
の
根
源
と
す
る
宇
宙
生
成
繋
説
か
れ
て
い
る
が
、

後
半
部
で
は
「
太
こ
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
後
半

部
で
は
、
前
半
部
に
お
い
て
ま
っ
た
く
登
場
し
て
い
な
か
っ
た

「
道
」
や
「
天
道
」
が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
『
太
一

生
水
』
が
文
献
全
体
と
し
て
果
た
し
て
ど
の
程
度
ま
と
ま
っ
た
も

の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。
『
太
一
生
水
』
前
半
部

に
あ
る
資
料
⑧
の
「
太
一
水
を
生
ず
。
水
府
り
て
太
一
を
輔

)

け
、
是
を
以
て
天
を
成
す
」
と
、
後
半
部
に
あ
る
資
料
W
 
「
上
は
、

(

気
な
り
、
而
し
て
之
を
天
と
謂
う
」
と
を
敢
え
て
整
合
的
に
解
釈

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、
資
料
⑧
で
「
水
」
が
「
尽
り
て
太
一
を
輔

け
、
是
を
以
て
天
を
成
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
水
」
が
「
天
」
を

成
す
際
に
そ
の
姿
を
「
気
」
に
亦
久
え
、
そ
う
し
て
そ
の
「
気
」
が

天
を
構
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
解
釈
も
一
応
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
定
か
で
は
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な
い
。そ

の
た
め
、
こ
こ
で
は
『
太
一
生
水
』
に
お
い
て
、
天
だ
け
を

気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
、
部
分
的
な
形
で
の
気
の

思
想
が
存
在
す
る
と
の
指
摘
に
止
め
て
お
く
。

四
三
文
献
の
気
の
思
想
と
宇
宙
生
成
論

以
上
、
上
博
楚
簡
『
恆
先
』
及
び
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
・
『
太
一

生
水
』
に
お
い
て
、
「
気
」
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
『
恆
先
』
に
お
い
て
は
明
ら

か
に
万
物
す
べ
て
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
、

す
な
わ
ち
気
の
思
想
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』

に
お
い
て
は
、
人
間
の
身
体
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
の
思

考
が
確
墾
き
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が
抄
出
さ
れ
る
も
と
と

な
っ
た
、
今
本
『
老
子
』
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
完
本
『
老

子
』
に
お
い
て
、
や
は
り
万
物
す
べ
て
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
と
す
る
気
の
思
想
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
た
。
加
え
て

『
太
一
生
水
』
に
は
、
天
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の

思
考
が
存
在
し
、
部
分
的
な
形
で
気
の
思
想
が
存
在
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
文
献
は
い
ず
れ
も
、
戦
国
中
期
に
書
写
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
原
本
は
、
戦
国
初
期
以

前
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
戦
国

初
期
以
前
に
、
天
や
人
を
含
む
万
物
が
「
気
」
に
ょ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
す
る
気
の
思
想
が
存
在
し
、
所
謂
道
家
に
分
類
さ
れ

る
思
想
家
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
気
の
思
想
を
説
い
て
い
た
こ
と
は
確

実
と
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
『
恆
先
』
に
お
い
て
は
清
気
が
天
を
、
濁
気
が
地
を

構
成
す
る
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
『
太
一
生
水
』
で
は
天
が
気
、

地
が
土
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
つ
の
文
献
に
お
い
て
、
気
の
思
想

が
均
一
な
形
で
説
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献

に
お
け
る
気
の
説
き
方
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

特
に
顕
著
な
相
違
は
、
宇
宙
生
成
論
と
気
と
の
関
連
の
仕
方
に

つ
い
て
で
あ
る
。

『
恆
先
』
に
お
い
て
は
、
宇
宙
が
生
成
す
る
過
程
に
お
い
て
気

の
有
無
の
問
題
は
極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
気

の
な
い
「
恆
」
な
る
世
界
か
ら
「
或
」
な
る
世
界
へ
の
転
換
が
起

こ
る
と
、
気
が
自
ず
か
ら
生
じ
、
以
後
気
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事

象
を
構
成
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
に
お
い
て
は
、
出
士

し
た
部
分
に
は
宇
宙
生
成
論
と
関
わ
る
気
は
説
か
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
が
抄
出
さ
れ
る
母
体
と
な
っ
た
完

「
二
」

本
『
老
子
』
に
お
い
て
、
「
道
」
が
「
一
」
を
、

が

を
、
「
三
が
「
三
」
を
、
ヨ
ご
が
気
で
で
き
た
「
万
物
」
を
生

.^1
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む
と
い
っ
た
形
で
、
宇
宙
生
成
論
と
気
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
つ
つ

説
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
老
子
』
の
宇
宙
生
成

論
に
お
け
る
気
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
は
、
『
恆
先
』
の
気
ほ
ど

明
確
で
は
な
く
、
か
な
り
暖
昧
で
あ
る
。

ま
た
『
太
一
生
水
』
は
、
そ
の
前
半
部
に
お
い
て
、
「
太
一

が

最
初
に
「
水
」
を
生
成
し
、
続
い
て
天
・
地
神
・
明
、
陰
・
陽
、

四
時
、
滄
・
熱
湿
・
燥
歳
が
連
続
し
て
生
成
さ
れ
る
と
の
、

独
特
の
宇
宙
生
成
築
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
直
接
的
に

は
「
気
」
が
登
場
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
文
献
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

宇
宙
生
成
築
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
宇
宙
生
成
論
と
「
気
」
と

の
関
連
の
仕
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
う

し
た
現
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
宇
宙
生
成
論
を
主
張
・
展
開
し

た
三
つ
の
文
献
の
作
者
が
、
各
文
献
が
成
立
し
た
時
点
で
既
に
存

在
し
て
い
た
気
の
思
想
を
、
い
わ
ぱ
共
通
の
前
提
と
し
て
受
容
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
適
合
す
る
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
気
の
思
想
は
、
そ
も
そ
も
周
王
室
に
属
す
る
史
官

ら
が
、
上
天
・
上
帝
の
意
思
を
窺
い
、
天
子
を
諌
め
る
た
め
の
理

論
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
藷
)
。
気
の
思
想
は
本

来
世
界
の
始
原
が
何
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
世

界
が
で
き
た
の
か
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
宇
宙
生
成
論
と
は
、
直

接
的
に
は
関
係
が
な
い
。
現
実
に
存
在
す
る
事
物
や
事
象
と
天
子

が
な
す
べ
き
行
為
と
を
結
び
つ
け
て
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
気
の
思
想
は
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
現
実
に
存
在
す
る
あ

ら
ゆ
る
事
物
や
事
象
の
成
立
を
巧
み
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
宇
宙
生
成
論
に
容
易
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

た
め
、
『
老
子
』
『
恆
先
』
『
太
一
生
水
』
な
ど
の
作
者
、
所
謂
道

家
の
思
想
家
た
ち
は
そ
れ
を
受
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宇
宙
生
成
論

に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
恆
先
』
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
の
作
者
が
主
張

す
る
宇
宙
生
成
論
は
異
な
る
パ
タ
ー
ン
の
も
の
で
あ
り
、
受
{
谷
し

た
気
の
思
想
の
組
み
込
み
方
は
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
『
恆

先
』
と
『
老
子
』
の
作
者
は
気
の
思
想
を
基
本
的
に
ほ
ぼ
全
面
的

に
受
容
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
恆
」
「
道
」
を
始
原
と
す
る
宇
宙
生

成
論
を
唱
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
水
を
重
視
す
る
宇
宙
生
成
論

を
唱
え
た
『
太
一
生
水
』
は
、
水
の
働
き
と
気
の
働
き
と
の
調
整

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、
部
分
的
な
形
で
気
の
思
想
を
受
容
す

る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
三
つ
の
文
献
に
お
い
て
、
万

物
が
気
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
が
共
通
し
て
存

在
し
な
が
ら
も
、
宇
宙
生
成
論
と
気
と
の
関
連
性
に
相
違
が
見
ら

れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
『
荘
子
』
に
お
い
て
は
、
「
天
気
」
「
地
気
」
「
六
気
」
「
雲
気
」

「
春
気
」
「
陰
陽
」
の
気
と
い
っ
た
、
天
地
の
間
に
存
在
・
運
動
し
、

様
々
な
事
象
を
生
み
出
す
気
や
、
或
い
は
「
志
気
」
、
「
血
気
」
、

或
い
は
気
息
の
気
と
い
っ
た
、
人
間
の
身
体
内
部
に
存
在
し
、
疾

病
や
精
神
的
作
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
に
関
す
る
事
象
を
生

み
出
す
気
が
数
多
く
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
外
篇
の
知
北
遊
篇

に
お
い
て
は
、
「
人
の
生
や
、
気
の
聚
ま
る
な
り
。
聚
ま
れ
ば
則
ち

生
と
為
り
、
散
ず
れ
ば
則
ち
死
と
為
る
」
と
、
個
物
の
死
生
が
気

の
集
散
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
列
子
』
に
お
い
て
も
、
『
荘
子
』
同
様
、
人
間
の
身
体

だ
け
で
な
く
世
界
全
体
の
様
々
な
事
象
を
気
で
説
明
し
よ
う
と
す

る
思
考
が
窺
え
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
瑞
篇
に
お
い
て
、

気
概
念
の
登
場
す
る
宇
宙
生
成
築
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

語

Ⅱ
子
列
子
日
、
「
此
日
者
聖
人
因
陰
陽
以
統
天
地
。
夫
有
形
者
生
於
無

形
、
則
天
地
安
從
生
。
故
日
、
有
太
易
、
有
太
初
、
有
太
始
、

有
太
素
。
太
易
者
、
未
見
氣
也
。
太
初
者
、
氣
之
始
也
。
太
始

者
、
形
之
始
也
。
太
素
者
、
質
之
始
也
。
氣
、
形
、
質
具
而
未

相
離
、
故
日
揮
綸
。
潭
冷
者
、
一
言
萬
物
相
揮
倫
而
未
相
籬
也
。

視
之
不
見
、
聽
之
不
聞
、
循
之
不
得
、
故
日
易
也
。
易
無
秀
、

易
燮
而
爲
一
、
一
燮
而
爲
七
、
七
燮
而
爲
九
、
九
燮
者
、
究
也
。

乃
復
燮
而
爲
一
。
一
者
、
形
燮
之
始
也
。
清
經
者
上
爲
天
、
濁

重
者
下
爲
地
、
沖
和
氣
者
爲
人
。
故
天
地
含
精
、
萬
物
化
生
。
」

こ
こ
で
は
、
宇
宙
が
生
成
さ
れ
る
過
程
が
、
「
末
だ
気
を
見
ざ
る
」

段
階
と
、
「
気
の
始
め
」
な
る
段
階
と
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま

り
気
の
有
無
に
ょ
っ
て
明
確
に
区
分
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
「
清
軽
」
な
る
気
が
天
を
、
「
濁
重
」
な
る
気
が
地
を
構
成
す

る
と
の
思
考
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
『
恆
先
』
に
お
け
る
宇

宙
生
成
論
と
類
似
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
『
荘
子
』
や
『
列
子
』
に
見
ら
れ
る
気
に
関
す

る
思
考
が
、
果
た
し
て
何
時
頃
成
立
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
、
文
献
の
成
立
の
事
情
に
関
し
て
慎
重
に
検
討
を
加
え
た
上

で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
従
来
は
概
ね
、
戦
国
時
代
中
期
以

降
、
場
合
に
ょ
っ
て
は
戦
国
末
期
よ
り
も
更
に
遅
れ
て
成
立
し
た

と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
郭
店
楚
簡
並
び
に
上
博
楚
簡
が
出

士
し
た
こ
と
に
ょ
り
、
戦
国
時
代
初
期
以
前
に
既
に
万
物
は
気
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
思
考
が
確
実
に
存
在
し
た
こ
と
、

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
宇
宙
生
成
築
気
の
思
想
と
結
び
付
け
ら
れ

て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

従
っ
て
、
『
荘
子
』
や
『
列
子
』
の
気
に
関
す
る
思
考
が
、
戦
国

時
代
後
期
や
、
或
い
は
そ
れ
以
後
で
な
け
れ
ぱ
成
立
す
る
こ
と
が
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で
き
な
か
っ
た
も
の
と
は
、
も
は
や
考
え
難
い
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
伝
世
の
文
献
を
含
め
た
、
道
家
に
お
け
る
気
の
思
想
の
展

開
の
全
容
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

(
1
)
戦
国
楚
簡
研
究
会
「
戦
国
楚
簡
研
究
の
現
在
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
認
号
二
0
0
三
年
)
参
照
。

(
2
)
『
恆
先
』
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
0
0
四
年
六
月
四
S
六
日
、

大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
例
会
(
大
阪
大
学
)

に
お
け
る
浅
野
裕
一
氏
の
発
表
「
上
博
楚
簡
『
恆
先
』
の
道
家
的
特

色
」
、
及
び
同
年
八
月
二
十
二
S
二
十
四
日
、
北
京
・
清
華
大
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「
多
元
視
野
中
的
中
国
歴
史
1
第
二
届
中
国
史
学

国
際
会
議
」
に
お
け
る
浅
野
氏
の
発
表
論
文
「
上
博
楚
簡
<
恆
先
>

的
道
家
特
色
」
か
ら
多
大
な
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
『
恆
先
』
の
引
用

は
基
本
的
に
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
全
)
』

(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
0
0
三
年
)
の
李
零
氏
の
釈
文
に
基
づ
く

が
、
浅
野
氏
の
見
解
並
び
に
私
見
に
ょ
っ
て
一
部
字
句
を
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。
但
し
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
逐
一
の
注
記
を
省
き
、

で
き
る
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

(
3
)
『
恆
先
』
の
宇
宙
生
成
論
に
つ
い
て
は
、
注
(
3
 
前
掲
の
浅
野
氏

発
表
及
び
発
表
論
文
に
ょ
る
。

(
4
)
李
零
氏
の
見
解
は
、
注
(
2
)
前
掲
の
釈
文
に
ょ
る
。
ま
た
廠
樸

氏
の
見
解
は
、
「
《
恆
先
》
試
讃
」
(
簡
帛
研
究
H
P
、
二
0
0
四
年
四

月
二
十
六
日
)
に
ょ
る
。

(
§
以
下
、
郭
店
楚
簡
本
『
老
子
』
の
引
用
は
、
基
本
的
に
『
郭
店
楚

墓
竹
簡
』
(
荊
州
市
博
物
館
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
)
に
ょ
る
。

(
6
)
以
下
、
馬
王
堆
本
『
老
子
』
の
引
用
は
、
基
本
的
に
『
馬
王
堆
漢

墓
帛
書
〔
壱
〕
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
八
0
年
)
に
、
王
弼
本
『
老

子
』
の
引
用
は
、
『
諸
子
集
成
』
本
に
ょ
る
。

(
7
)
注
(
1
)
前
掲
「
戦
国
楚
簡
研
究
の
現
在
」
、
及
び
福
田
一
也
「
帛

書
系
『
老
子
』
の
成
立
事
情
1
荘
子
後
学
と
の
関
係
を
中
心
に
」
(
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
託
号
、
二
0
0
四
年
)
参
照
。

(
§
以
下
、
『
太
一
生
水
』
の
引
用
は
、
注
(
5
)
前
掲
の
『
郭
店
楚
墓

竹
簡
』
に
ょ
る
。

(
9
)
『
国
語
』
周
語
に
は
、
天
地
自
然
の
間
の
気
の
秩
序
を
水
と
土
と
で

説
明
す
る
思
考
が
窺
え
る
。
拙
稿
「
『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
」
(
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
8
号
、
一
九
八
九
年
)
、
「
気
の
思
想
の
成
立
1
『
国

語
』
に
お
け
る
気
を
中
心
に
1
」
(
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
(
人

文
・
社
会
科
学
編
)
』
第
詑
巻
第
2
号
一
九
九
一
年
)
参
照
。

(
W
)
注
(
9
)
前
掲
の
拙
稿
「
『
国
語
』
周
語
に
お
け
る
気
」
、
「
気
の
思

想
の
成
立
1
 
『
国
語
』
に
お
け
る
気
を
中
心
に
1
」
、
及
び
「
兵
家
の

気
の
思
想
に
つ
い
て
1
 
「
孫
氏
の
道
」
を
中
心
に
1
」
(
『
集
刊
東
洋
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学
』
第
花
号
、
一
九
九
四
年
)
、
「
墨
家
に
ょ
る
気
の
思
想
の
受
容
」
(
『
中

国
研
究
集
刊
』
籍
号
、
二
0
0
一
年
)
参
照
。

〔
付
記
]本

稿
は
平
成
玲
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
 
「
郭
店

楚
簡
・
上
博
楚
簡
を
中
心
と
す
る
戦
国
時
代
に
お
け
る
気
の
思
想
の
研

究
」
に
ょ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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